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	 eq \o\ac(□,1)　あいての話を上手に聞こう！
	 eq \o\ac(□,2)　あいての話をたくさん聞こう！

	
	 eq \o\ac(□,3)　話し上手になろう！
	 eq \o\ac(□,4)　おねがいのしかたをしろう！
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展開
	１．自分の考えや気持ちを相手に伝えるために、上手な話し方の基本となる３つのポイント（①相手に体を向ける、②ちょうどよい声の大きさで話す、③自分が話したら、相手にも話をしてもらう：バトンタッチの言葉を用いる）を学習させる。
２．上手な話し方の３つのポイントを練習させる。


	活動項目
(所要時間)
	
	活動内容
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	準備物

	1．復習と
導入(4)
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	復習：○ﾋﾟｱ･ｻﾎﾟｰﾄの意味：「なかまや友だちと、なかよくする、たすけ合う」
○上手に話を聞くポイントは？
①へんじをする　　　　　②していることをやめる
③あいてに体をむける　　④うなずく
⑤さいごまで聞く        ⑥あいづちをうつ
⑦しつもんをする
導入：本時から「話し方」の学習をする。「話す」と「聞く」は自転車の　
　　タイヤのように、どちらか１つでもないと前に進まない。両方大事。
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	2．今日の
めあて(1)
	
	めあて：「話し上手になろう！」
	

	3．活動「話し上手のれんしゅうをしよう！」(30)
	
	・どんな話し方をすると、よりよいだろう？２つのモデルを提示する。
（映像活用 or 実演：クマ【話す役】とウサギ【聞き役】）
・ブレインストーミング（以下を聞いていく）
１）どちらの話し方がよかったか。
２）１回目のモデル提示で、クマはどんな話し方をしていたか。　
３）１回目のような話し方をされたウサギは、どう思うか。　
４）２回目のモデル提示で、クマはどんな話し方をしていたか。
５）２回目のような話し方をされたウサギは、どう思うか。

1かいめ　　　　　　　　　　　　2かいめ
ウサギを見ていなかった　　　　　ウサギを見ていた
始めの声は聞こえなくて、　　　　ふつうの声の大きさ
途中から大きくなった
クマばかり話していた　　　　　　ウサギも話した
自分が話したら、いなくなってしまった
・話し上手の3つのポイントを説明
（児童の意見を生かして、板書と結びつけながら説明）
・「③じぶんが話したら、あいてにも話をしてもらう」ことの解説
良くない例と良い例を提示して説明
・Ｑ．劇を見ていて、どんな言葉から「話す人」が交代したかわかったか。
　Ａ．「○○さんは、ホットケーキを焼いたことはある？」という言葉
この言葉の後、話す人が私から○○先生に変わった。こんなふうに話す人が変わるときに使う言葉を「バトンタッチのことば」と言う。
・「バトンタッチのことば」を使って、自分のことだけを話すのではなく、相手も同じように話しをしてもらうようにすると、お互いに話ができてうれしくなる。
話し方の練習（実態に応じて活動方法の変更可能）
【子ども同士の練習：隣同士、前後】
・２人組になって話す人と聞く人を決め、プリントを配付する。
・活動方法の説明、練習方法のモデルを示す。
・「話す人」と「聞く人」でプリントを交換する。
・始める前に「バトンタッチの言葉」を確認する。
　「○○さんの、好きな食べ物は何？」「○○さんの、好きな動物は何？」
・「話す人」は「好きな食べ物」「好きな動物」について話す（そのときによって指導者が話題をどちらかに指定）。
＊もちろん「聞く人」は第１，２セッションの聞き上手に気をつける。
・「聞く人」はのチェックシートに○をつけて「話す人」に返却する。

→全体シェアリング
○３つのポイントを使って話ができるとどんな気持ちになるか。
○３つのポイントを使って話をされるとどんな気持ちになるか。

	

	4.　確認(5)
	
	・プリントを用いて学習したことの確認を行う。
⇒キーワード「体」「声」「もらう」
	

	5.ふりかえ
プリントの
記入(5)
	
	・授業での自分を振り返り、感想を書く。
	














①あいてに体をむける





②ちょうどよい声の大きさで話す





③じぶんが話したら、


あいてにも話をしてもらう
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【活動の留意点】


①本時から「話し方」の学習になっているが、切り替えがうまくいかず、授業の最後まで「聞き方」の学習だと思っている児童がいる。授業の途中でも何度か、「今日からは聞き方ではなく話し方の学習だよ」と確認した方が良い。


②“話すこと”が極端に苦手な児童もいる。そうしたときには無理に話をさせようとするのではなく、補助として傍に大人がついて一緒に言うなどの配慮をする。話せなかったからと言って評価できないと考えるのではなく、対象児なりによくできているところ（例：準備プリントに言いたいことが書けた、あいてに体を向けることができた）に注目して、褒めるようにする。
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